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今 の 自 分 に
加えて、未来
へ の 思 い も
想 像 さ せ な
がら、子ども
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受 講 者 Ｉ




























































































































































































櫻 井 先 生 と
BJ（ブラック
ジャック）先
生、どちらが
いいかな。
→意見発表（共通項や対立軸を整理しながら）
　◦命は大切だけどお金は大事！
　◦お金がない人でも救わなければならない。
　◦優しい人柄
※命を救うために自分にできることを精一杯やる。
③ 終末
道徳ノートに人のために出来ることを考えて書こ
う。
【考察】
₅グループは、櫻井喜吉の生き方とブラックジャッ
クの生き方を比較して考えさせるという中心発問を導
いていた。
しかし、模造紙に書き込んだプランを見ると、予想
される子どもの反応が少ない状況であった。「子ども
になったつもりで皆さんで考え、言葉にしてみてはど
うか。」と投げ掛けた。
受講者ＱとＲが子ども役になって、自分の思いを述
べ始めたあたりから、グループの会話が弾み始めた。
「私は真似できない。」（下線⑯）と述べたＱの言葉
は素直な思いであり子どもたちも同様に考えると予想
される。その言葉を聞いたＰが「なんで？」（下線⑰）
と切り返したことで、Ｑは自分の考えの根拠について、
改めて考えている。
実際の授業でもこのようなやりとりによって、子ど
もの考えが広がったり意見の交流が生まれたりする。
₅グループの記録から、教材を介してやりとりしなが
ら授業プランを作成することが大切であることを改め
て実感する。個々の教材解釈を基に子どもが真剣に話
し合う光景が授業を活性化させるのである。
₁ ～ ₃グループは同じねらいで計画した授業プラ
ンであるが、指導過程や取り上げる表現はそれぞれ異
なっていた。中心発問のみを比較しても、三者三様で
ある。
【中心発問の比較】
（₁グループ）一日、目一杯働いた後に大きな息を吐
き出す喜吉は、どんな気持ちだったでしょう。
（₂グループ）なぜ、喜吉は十一年間、日曜診療所を
続けたのか？
 （喜吉にとって日曜診療所はどんな場所になっていた
のか？）
（₃グループ）今日の学習を通して考えた幸せな生き
方とは、どんな生き方だと思いますか。
【完成した授業プラン（NO₅）】
【子どもの反応を考える場面～中心発問～】
Ｐ：子ども役（やって）！自分ならどっちがいい？
Ｑ：私、ブラックジャックがいい。やっぱり命大切だけど、
その責任でお金がほしい。
Ｒ：ぼくは喜吉派！
Ｐ：例えば、（喜吉の思いとして）「お金のない人でも救
わなければいけない。」とか、「優しいお医者さんに
なりたい。人に優しくしたい」とか…。
（中略）
Ｐ：じゃあ、（本時の）感想は…？「すごく偉いと思いま
した。」とか…。
（笑）
Ｐ：（この考えは）出そうですよ、出ると思います。発表
の苦手な子でも言えそうです。
Ｑ：私は真似できない。⑯
Ｐ：なんで？⑰
Ｑ：私、こんな財力ないし、自ら危険を犯してまで（で
きない）。⑱
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₁グループは、教材文の記述から主人公の気持ちを
考えさせることで、ねらいに迫ろうとしている。₂グ
ループは、教材文全体の展開を理解させた後、喜吉の
生き方に触れさせる案である。₃グループは、「幸せ」
という概念をどのように捉えるか考えさせながら、喜
吉の生き方を踏まえた自分の在り方を見つめさせてい
る。 
授業の多様性は、教材にある言葉の取り上げ方や扱
い方からも広がっていくものである。本実践がそのこ
とを裏付けてくれた。
実際に授業プランを絞り込む際には、さらに子ども
の実態を踏まえることを忘れてはならない。今回は小
学₆年生から中学₁年生程度の子どもを想起するとい
う枠を限定したことで、ある程度具体的な話合いがな
されていた。子どもの実態を教材解釈に融合させるこ
とにより、授業づくりの可能性はさらに広がっていく
と考える。
（4）ストレートマスターはどう学んだか
これまで各グループの学びの過程について述べて
きた。さらに、ストレートマスターや現職院生が協働
の学びによってどのような気付きに至ったのか考えた
い。本授業で大切にしてきた「学びの振り返り」の記
述から分析する。
【受講者①】
それぞれの授業をまとめ、グループで一つの授業を
作成したが、多様な考えを交流することができたので、
普段とは異なることを感じた。⑲一つの教材文を読ん
でも、どの部分、どの観点にウエイトを置くかはそれ
ぞれであった。しかし、話し合う中で何が本当に大切
なのかが理解することができた。特に、現職の先生の
考えを聞くことができたのは自分にとって有意義だっ
た。⑳
【受講者②】
道徳の授業を考えたのは久しぶりでした。どこを大
切にして授業を組み立てるかということについてとて
も学びになりました。㉑今回、同じ教材を取り上げて
も複数の発問が出ました。一人で考えることとは異な
る指導案作りだったかなと思います。現場で様々な人
と指導案を作るということはなかなか機会がないかと
思うので、今回の取り組みは大変貴重でした。㉒
同時に、自分で教材を組み立てるということの難し
さも感じました。
【受講者③】
地域の資料を初めて読みました。㉓先生方に実体験
を教えていただきながら、授業展開を考えることがで
きました。グループによって中心発問やねらいとする
ところが異なり、これと同様に子どもの感じ方、気づ
き方も異なるのだろうと考えていました。㉔道徳の授
業づくりで何を軸として展開していくのか、いつも悩
み、時間がかかるので、今回の学びを生かしていきた
いと思いました。
【受講者④】
みやぎの先人集「未来への架け橋」を私も以前一度
読ませていただき、宮城県にはこのような人がいて、
こんな生き方をしていたのかと感心しました。自分は
宮城県出身ではないですが、地元の偉人について書か
れたものがあれば教科書にある文を読んだとき以上の
思いになると思います。㉕ぜひ、このような教材を活
用していきたいです。
ストレートマスターは、下線㉓㉕のように、郷土
資料に触れたことや教材について抱いた思いを綴って
いる。道徳に限らず、授業づくりでは取り上げた教材
がどのように構成されているのかを精査する力量が欠
かせない。一人では読み込めなかった内容の捉えや発
問の組み立てが、現職院生と共に話し合うことで、ス
トレートマスターの視野を広げることに結び付いてい
る。（下線⑲⑳㉑㉒）また、多様な考えに触れたことで、
子どもの感じ方や考え方もそれぞれであることに思い
を馳せている院生もいる。（下線㉔）
「現職院生から学びたい」「現職の先生に聞いてみ
たい」というつぶやきをよく耳にする。日頃関わりの
少ない現職院生とも交流することができたことにスト
レートマスターぞれぞれが喜びを感じている。また、
「授業をつくる」という枠組みの中で話し合うことを
通して、各自の教材解釈の幅も広がっている。ストレー
トマスターは、「本授業をつくる上で何を大切にする
のか」を学んだことが明らかになった。　
（5）現職院生はどう学んだか
各グループには₂ ～ ₃名の現職院生が所属してい
る。互いの意見を交流させながら、グループのまとめ
役を担ったのは現職院生達であった。
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話合いそのものも熱心に行われたが、授業のまとめ
として行ったプラン紹介では、どのグループも完成し
た自分達のプランの特徴を力説する現職院生の姿が印
象的であった。
今回の取組で現職院生がどのような考えに至った
か、本時の振り返りと全15回の授業の総括として記述
した文章から考察する。
【受講者⑤】
◦（本時の振り返り）すべての教科に言えることでは
あるが、特に道徳は教材理解に授業の成否がかかっ
ていると思う。㉖
　他班の発表、自班での話合いを通して、道徳の授業
づくりの楽しさと発展性を強く感じることができ
た。
◦（全体の総括）道徳の授業づくりでは純粋に楽しい
という感覚だった。㉗指導主事訪問時のチームによ
る授業づくりとは違い、個人の自由な発想を出し
合って追究するというたぶん初めての経験だった。
　現場に戻った際には、このようなスタイルを校内に
浸透させていきたい。㉘
【受講者⑥】（一部抜粋）
◦（本時の振り返り）櫻井喜吉の資料を題材に道徳の
授業づくりを個人で、グループで考えましたが、グ
ループでの検討が非常に勉強になりました。
　「自分ごと」から始まり、「自分ごと」に帰結する授業、
「自分ごと」として考える授業について、グループ
で多様な意見を出し、指導案にまとめました㉙が、
喜吉の資料は人の生き方、無私の価値を考える文章
でした。
【受講者⑦】（一部抜粋）
◦（全体の総括）講義を通して改めて先生方の考えの
違いを実感するとともに、可能性の広がりを体感し
た。一人の価値観で授業づくりを行うのではなく、
様々な角度からもう一度、子どもや教材を見直し、
創り上げる楽しさを実感した。㉚
受講者⑤の「授業づくりが純粋に楽しいという感覚
だった」（下線㉗）という記述は、筆者にとって新鮮
であった。授業者となって久しいが、授業をつくり出
す過程は、生みの苦しみを伴うこともある。全体の整
合性、ねらいの達成等を常に念頭に入れながらプラン
を精査する行程を疎かにできないからである。勿論、
今回も本授業のねらいを達成させるために協働で考え
る演習に取り組ませたのであるが、「楽しい」と感じ
てもらえたことが何よりの収穫であった。授業をつく
るときには、まず、フリーハンドで絵を描くように自
由に構想する時間が必要なのかもしれない。
総合的な学習の時間が開始されるときに、「先生も
楽しんで授業をつくってほしい。」と先輩から言われ
た言葉が想起される。その言葉は当時の筆者にとって、
響きであり、「私も楽しんで授業をしてよいのか…。」
としばし感慨にふけったことを思い出す。
「教師が楽しんで授業をつくり、子どもと共に考え
ることに喜びを感じること」、それがよい授業の条件
の一つなのかもしれない。
また、受講者⑤（下線㉖）、受講者⑥⑦（下線㉙㉚）
の記述から、教材の要点を落とさずに授業をつくって
いくことを大切にしていることが読み取れる。特に、
受講者⑥が「自分ごと」から始まり、「自分ごと」に帰
結する授業、「自分ごと」として考える授業について、
グループで多様な意見を出し、指導案にまとめました
㉙」と記述しているとおり、このグループの話合いで
は、「それでは漠然として子どもたちが考えられない。
もう少し段階を追って発問を考えないといけない。」
というようなやりとりをしながら、授業プランを練る
様子が見られた。各自の意見を尊重し合いながらも、
本時の要点を貫きながら話合いを導いていった現職院
生の姿が浮かび上がる。
　
₃　「協働の学びの意義」とは
個の学びに始まり、グループで授業プランを完成さ
せる行程を辿った今回の取組から、自己の考えを省察
したり他者から学んだりする院生の姿が見えてきた。
さらに、協働で学ぶことはどのようなことを意味す
るのか、院生の言葉を基に本稿の総括として筆者の見
解を述べる。
（1）個で学ぶ目的が明確になる
今回の取組では、第一段階として教材解釈や授業プ
ランの作成を個人で行わせた。第１時では、教材作成
のエピソードや要点、櫻井喜吉の人となりについて受
講者に理解させた後、先人集を範読（受講生代表）し
て演習に取り組ませた。
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第₂時で個人プランを持ち寄り、グループ内で検討
するということを予告していた。全員に演習全体の見
通しを持たせた上で、個人プランの作成を開始した。
話合いを活発にするために、また、グループでよりよ
いプランをつくるためにも、受講生は個人プランを練
る必要が生じる。「自分の考えをグループのメンバー
に伝えるために学ぶ」という目的が明確になることで、
個の学びが充実していった。同時に、学ぶ意欲も高まっ
たと考えられる。
個人プランの作成からグループで話合いをするま
で一週間の時間を確保した。以下のようなやりとりか
ら、各自が自主的に意見交換したり調査したりして個
人プランをまとめていることが読み取れた。
【受講者⑧】（グループでの話合いの場面）
⑧：自分としては、いろいろな先生と話し合って却下
されたんですけど、自分としては心情円盤みた
いなのが好きなんですよ。立場を明確にして話
し合わせるというか。でも、ちょっと違うよね
とすごい言われたんですよ。
⑨：誰に（言われたの）？みんなに？
⑧そうそう。
⑨：ああ～、先週から今週にかけてね。（話し合った
んですね…。）
【受講者⑩】（グループで個人プランを紹介する場面）
⑩：ちょっとちらっと（宮城県教委のＨＰを）見たん
ですけど、すごくこれ（子どもの心に）入るなと
思ったので、私はぜひそれを使ったらいいんじゃ
ないかなと思いました。
⑪：どなたが？（語り手は？）
⑩：本当にあの声優さんが喋って、ＤＶＤっていう
か、映像もあって動画なんです。
⑫：絵もこうゆうのですか？（資料と同じ？）
⑪：ああ～、じゃあこのお話しが？（そのまま掲載さ
れているのですね…。）
受講者⑧は、今回の授業プラン作成についてグルー
プ以外の人にも相談していることが分かる。そこでも
らった意見を踏まえて個人プランを完成させている。
また、受講者⑩は宮城県教育委員会のホームページ
を確認し、今回取り上げた教材が動画として収録され
ていることに注目している。範読では時間がかかる難
点を克服するために、また、子どもの理解を助けるた
めに、授業の導入で映像を見せることを提案している。
受講者⑧⑩の取組から、よりよいプランをつくるた
めに、まず、自分の思いを丁寧に形にしようと吟味す
る姿勢が読み取れる。究極的には授業力を向上させる
ために学んでいるのであるが、今回のように短期的な
目標を与えることによって、「今、私は誰に伝えるた
めに学ぶのか」という目的を明確に持たせることが個
の学びを深める意味でも有効である。
（2）聞くことによって学ぶ
グループの話合いでは聞き手に回ることの多かっ
た受講者⑬だが、振り返りシートに以下のような記述
をしていた。
【受講者⑬】
その資料を通して、何について考えさせたいのか
を考え、想定し、そのためにどんな発問をしたらよい
か、その前におさえておく必要がある事柄は何か、順
を追っていく授業づくりの方法について、改めて理解
することができた。
班で話合いを進める中で印象に残っているのは、自
分が中心価値項目から授業の流れを模索したのに対
し、「資料のもつ魅力」から授業づくりを始めていた
ところだった。読み物教材で、自分が心から感動でき
る、尊敬できる、いいなと思えるところを探し、授業
に熱量を加えたいと思った。㉛　
下線部㉛から、この演習を通して授業づくりの手順
を改めて確認するとともに、教師も子どもと共に考え、
子どもの反応や気付きに心を揺さぶられながら授業を
することが大切であると考えている。教材研究の第一
段階では、教師も一人の読者として文章を丸ごと味
わう「素材研究」が大切であると言われている。野口
（2010）　「授業に熱量を加える」という表現から、受
講者⑬は授業者が学びに魂を吹き込むことの大切さに
気付いていると言える。先に述べた「先生も楽しんで
授業をすること」に通じる見解でもある。
本授業が終了した際、真っ先に完成した₅つの授業
プランを写真に撮りたいと申し出てきたのもこの受講
者であった。その様子を見て、全プランのまとめが必
要であることを感じ、次時の振り返りでは筆者の分析
も交えながら各プランの比較検討を行った。
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複数で学び合う場面では、子どもの発言がどのよ
うにつながっていくのかに焦点を当てがちである。し
かし、聞き手の子どもがどのように考え、どんな気付
きをしたのかについても丁寧に見取っていく必要があ
る。静かに話を聞いていた子どもも思いを巡らせなが
ら学んでいることを少なくとも教師は見落としてはな
らない。聞き役の子どもの存在も認めてあげることで、
協働で学ぶことの可能性はさらに広がっていくと考え
る。
（3）自分の学びを客観的に見る
この点に関して、特徴的な二人の受講者の記述を取
り上げる。
【受講者⑭】
大沼先生の授業からは、様々な価値観をすり合わせ
て一つの授業をつくっていくおもしろさを学んだ。ね
らいの大きな違いだけでなく、言葉じりなど細かな違
いやずれから、自分の授業の在り方や大切にしている
ことを自覚できました。㉜
【受講者⑮】（一部抜粋）
改めて道徳の授業の難しさを痛感した。中学校の
教員を目指す私にとって道徳の授業は必ず通る道であ
り、講義の中で実際に自分で授業づくりに挑戦するこ
とが出来て、非常に良い経験となった。その中で特に
感じたことは、道徳の授業実践よりもおそらく学習指
導案を考える方が私は難しさを感じるということだ。
㉝他教科に比べて、正解が無いということも難しさの
要因の一つであるかもしれないが、だからこそ面白く、
追究する価値があると考えた。グループで授業を作成
した際に類似した考えはあったが、全く同じ考えとい
うものは無かった。そのため、様々な視点を学ぶこと
が出来た。
受講者⑭は、キーワードを「幸せ」として授業プラ
ンを作成していた。同じ「幸せ」をキーワードにして
いたメンバーとの問い方の違いから、下線㉜のように
「ねらいの大きな違いだけでなく、言葉じりなど細か
な違いやずれから、自分の授業の在り方や大切にして
いることを自覚できました。」と、まとめている。実
際の話合いでは、自分の考えとは異なる意見を取り入
れてグループの案を完成させていた。他者の意見と自
分の意見を比較することにで、自分が選んだ問いの意
味を改めて精査することになる。そのことは、自分の
授業観や指導観を再認識することにもつながる。教材
の捉えや発問に不足があれば補充する。他者からの賛
同が得られれば自信をもって、授業プランを完成させ
ることができる。
受講者⑮は、グループの話合いでは自分の意見がま
とまっていないように見受けられた。下線㉝の記述に
見られるように、自己の課題は指導案に自分の考えを
表現していくことであると認識している。どのように
指導過程に表していくのか、その力量を形成していく
ことの大切さを感じ取っている。
受講者⑭と⑮の教職経験年数や校種は異なるが、複
数の院生同士で学び合ったことや互いの考えを比較し
合ったことが、自分のこだわりや自己の力量を見つめ
直す機会にもなっている。
（4）協働で学ぶことの意義を学び手自身が考える
最終的に協働で学ぶことは何を意味するのか。その
ことを受講者自身が考え、よさを実感することにより、
学び合いは深まっていく。本授業においても、協働で
学ぶことの意義について、各自の捉えが表出されるよ
うになった。
【受講者⑯】（一部抜粋）
「個」が尊重される傾向を学校現場では感じること
が多いが、「自分の考えを持ち、主張しつつも、相手
の話をよく聞き、その意見を受け入れつつ折り合う」
という経験は、発達段階に応じて行っていく必要があ
るのではないかと感じた。㉞
【受講者⑰】（一部抜粋）
今回の授業では多くの場面でグループワークや意
見の交流が図られたが、互いを認め合いながら相手の
考えに耳を傾け、自分の考えを伝えつつ、さらに理解
を深めたり考えを整理したりする活動を通して、学校
の授業の中で生徒同士が考えを深め、学び合う姿を「生
徒」という立場で疑似体験することができたようにも
思う。㉟
【受講者⑱】（一部抜粋）
「学び」や「学習」というものは、一人でやることに
限界があると感じた。例えば、先週、先々週あった道
徳の授業プランは、自分一人だけでは全く思いつかな
いものばかりだった。しかし、班の人達との意見を出
し合うことを通して、新しい発見やいろいろな気付き
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があった。（中略）
学習の課題をグループワークで取り組む際もいろ
いろな考えを持った人がいるからいろいろな疑問を持
てると思うし、それは最終的に個人にとって一番の学
びになるのではないだろうか。㊱
受講者⑯（下線㉞）の記述は、自分の考えを主張し
ながらも相手の考えを受け入れて折り合いをつけてい
く力を発達の段階に応じて、身に付けさせていくこと
の必要性を述べている。
このことは、まさしく「主体的・対話的で深い学び」
の目指すところでもある。他者と折り合いを付けなが
ら課題を解決し、さらに高みに登っていく生き方であ
るということもできる。「主体的・対話的で深い学び」
は「あきらめない生き方の素地を育てること」であり、
このような力を小学校段階から子どもたちに身に付け
させていきたいという見解とも重なる。受講者⑯が所
属したグループでは、各自の持つ意見に特徴があり、
一つにまとめるのに時間を要していた。互いの思いに
折り合いを付けることは、大人でも難しい。だからこ
そ、子どもの頃から多くの人と関わり、学び合う経験
を積ませることの意義に気付くことができている。
受講者⑰（下線㉟）の振り返りは、教職大学院での
学びを通して、学び手の気持ちについて理解できたこ
とを述べている。授業を成立させるためには、如何に
一人一人の子どもの気持ちやつまずき、理解の仕方を
把握することができるかが鍵となる。グループで学び
合う場面においても同様である。話合いに入れない子
どもはいないか、聞き手の子どもの様子はどうか、意
見の交流がどのように行われているか、授業者は具に
見取る必要がある。その上で、全体での学びや新たな
個の学びにつなげていくのである。
受講者⑱は、「学び」や「学習」というものは、一人
で取り組むことに限界があると述べている。グループ
で話し合うことによって、自分では予想も付かないア
イディアに触れ、そのことが新たな疑問や問いを生む
ことにも言及している。最終的に個の学びを深めるこ
とにつながることにも気付いている。（下線㊱）
個の学びを踏まえて協働の学びに取り組むからこ
そ、自分の考えと比較するという視点が生まれる。そ
の視点から新たな思考が生まれ、問いが生じる。それ
らを起点として、各自の思考が派生していくのである。
協働の学びは、個の学びを深化させていく原動力に
もなり得るのである。
このように、協働で学ぶことの意義を学び手自身
が考え始めたとき、この学びの価値はさらなる高まり
を見せる。個々の学び手が見出す意義は千差万別であ
り、多くの可能性を秘めている。共に学ぶ他者の存在、
他者の息づかいやエネルギーを感じながら自己を自覚
し、改めて自らの学びに新たな要素を吹き込んでいく。
他者と協働することで起こる学び手自身の小さな
変革を授業者は具に見取る目を持ち合わせていなけれ
ばならない。
₄　おわりに
櫻井喜吉の足跡を辿ることから授業プランの作成
まで熱心に取り組んでいる院生の様子から、協働の学
びの意義に気付き、本稿を執筆するに至った。院生同
士が学び合う様子は、一人一人の心の交流の上に成り
立っていた。
真摯に取り組む院生の姿から筆者も多くのことを
学んだ。授業者はどの段階においても学ぶ主体となる
個を大切にしなければならない。学び手を尊重する気
持ちがあれば、一人一人の姿が見えてくる。
また、授業とは、互いの心を交流しながら知識や技
能を身に付けていくものであることも実感する。学び
手同士の交流は勿論のこと、授業者も学び手と共に語
り合い、喜びや葛藤を共有しながら自らを高めていく
ことを忘れてはならない。
協働の学びは、互いの気持ちを受け止め理解しなが
ら、自分の考えを深化させる点において有効であるこ
とが明らかになった。
今後も学び手一人一人の姿をよく見つめ、その上に
協働の学びをバランスよく積み上げながら、心の通い
合う授業を展開していきたい。
付記
本稿で取り上げた教材「櫻井喜吉～わけへだてなく
命を救う～」は、「みやぎの先人集　未来への架け橋」
（第₁集）（2013年　宮城県教育委員会作成）に掲載さ
れたものである。
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